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研究成果の概要： 
米韓を中心とした海外での所在調査を行い、特に、米国立公文書館所蔵北朝鮮捕獲文書の概要

目録を完成させた。また、京城帝国大学関係者を中心とした在朝日本人の口述記録の収集を行

った。この他、朝鮮関係者の個人文書（守屋栄夫文書・サハリン残留韓国人帰還運動資料等）

の収集整理によって、仮目録を完成させた。これらの成果は、2008年11月に東京で行われた国

際シンポジウム「帝国支配とアーカイブズ」で発表された。 

 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2005 年度 11,800,000 3,540,000 15,340,000 

2006 年度 8,900,000 2,670,000 11,570,000 

2007 年度 9,300,000 2,790,000 12,090,000 

2008 年度 8,000,000 2,400,000 10,400,000 

  年度  

総 計 38,000,000 11,400,000 49,400,000 

 
 
研究分野：史学 
科研費の分科・細目：史学・史学一般 
キーワード：日本史，東洋史，情報システム，国際貢献，アーカイブズ 
 
 
１．研究開始当初の背景 ２．研究の目的 
日韓両国間で歴史認識問題が懸案とな

るなか、歴史認識問題を話し合う前提とし
て、歴史資料（アーカイブズ）の共用化と
資料情報の共有化が議論されていない現
状を踏まえて、アーカイブズ学の立場から
何らかの貢献を図ろうとして企画された。 

日韓歴史認識問題解決のために重要な
歴史資料を日韓両国の研究者が相互に利
用できるための基礎的情報の収集と公開、
さらには歴史資料構造の分析、さらには利
用モデルの開発を目的とした。 
 

  
  



３．研究の方法 
(1)韓国など外国人研究者と共同で、国外
（米・韓・台・中など）に所蔵される朝鮮
関係及び植民地支配に関わる歴史資料の
所在調査を行い、所在情報をデータ化する。 
 
(2)日本国内の研究者らと共同で、全国都
道府県に点在する朝鮮および旧植民地関
係史料の悉皆調査を行い、情報の基盤を整
備する。また、貴重史料のマイクロ撮影を
行う。 
 
(3)調査の過程で判明した個人資料の受入
と整理・保存措置・公開を行う。 
 
(4)在朝日本人を中心とした植民地関係者
からの口述記録を収集し、公開する。 
 
(5)以上のような調査収集を通じて、情報
基盤の整備を図った上で、資料そのものの
構造分析を行い、資料の性格や特徴を明ら
かにする。 
 
 
４．研究成果 
(1) 朝 鮮 総 督 府 官 僚 守 屋 栄 夫 文 書 （ 約
18,000 点）および満洲国官僚松田令輔文書
（約 1400 点）、サハリン残留韓国人帰還運
動関係資料（約 150 点）の寄贈を受け、整
理の上、仮目録を作成して国文学研究資料
館において公開を行った。また、韓国国史
編纂委員会との間で守屋栄夫文書の日韓
共同研究の準備に取りかかった。 
 
(2)京城帝国大学関係者・京城女子師範学校
関係者・城津会関係者ら在朝日本人および
在満洲日本人らの口述記録収集（32 件）
を行い、国文学研究資料館においてデータ
の公開を行った。 
 
(3)佐賀県立名護屋城博物館所蔵森脇英士
警察資料および佐野市郷土博物館所蔵須
永文庫の須永元日記等文書資料のマイク
ロ撮影を行い、国文学研究資料館において
公開した。 
 
(4)米国立公文書館所蔵 Captured Korean 
Documents（朝鮮戦争時に米軍が捕獲した
北朝鮮政府文書）の全 Box の調査を行い、
概要目録を完成した。 
 
(5)米国議会図書館所蔵善生永助資料のデ
ジタル撮影を行い、あわせてワシントン会
議陸軍随員文書の概要調査および一部デ
ジタル撮影を行った。 
 
(6)ハワイ大学マノア校図書館所蔵の梶山

コレクションおよび中枢院文書の悉皆調
査を行い、関係資料のデジタル撮影を行っ
た。また、パシフィックコレクションにお
いて南洋庁文書のデジタル撮影を行った。
さらに、韓国研究センターにおいてマッキ
ューン文書の概要調査を行った。 
 
(7)スタンフォード大学フーバー研究所お
よびカルフォルニア大学バークレー校東
アジア研究所において旧植民地関係資料
の概要調査を行い、関係資料のデジタル撮
影を行った。 
 
(8)釜山広域市立図書館において領事館文
書等日本関係資料のデジタル撮影を行っ
た。 
 
(9)済州島平和博物館において植民地期資
料の概要調査と関連資料の収集を行った。 
 
(10)益山地域での地方調査を行い、農事公
社所蔵古阜水利組合文書の概要調査を行
った。 
 
(11)国史編纂委員会において京城地方検察
局文書・中枢院文書など朝鮮総督府関係資
料の収集を行った。 
 
(12)韓国国家記録院において朝鮮総督府文
書の概要調査および関連資料の収集、およ
び現物からの紙質調査を行った。また、国
家記録院発行の解題目録の翻訳（2 巻分）
を行った。 
 
(13)最終年度に日韓台三ヶ国の研究者（韓
国国史編纂委員会・台湾中央研究院台湾史
研究所）による国際シンポジウムを開催し、
現時点での情報共有化を図った。また、こ
のシンポジウムを基に論文集の編集を進
めている。 
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